




ま
す
が
、
当
期
剰
余
金
に
お
い
て
は
、
一
、五
〇
〇
万

円
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

尚
、
会
員
各
位
に
対
し
ま
し
て
は
、
業
務
部
門
で
奨

励
金
及
び
施
設
助
成
金
等
で
約
四
、二
〇
〇
万
円
を
お

支
払
い
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
各
事
業
に

お
い
て
効
率
的
・
合
理
的
な
運
営
を
心
が
け
、
鋭
意
努

力
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
会
員

皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
年
度
に
お
い
て
も
厳
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
協
同
組
合
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
本
県
漁
業
・
水
産
業
の
安
定
と
発
展
に

寄
与
す
べ
く
業
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
特
段

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。』

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
三
村
申
吾
青
森
県
知

事
（
成
田
青
森
県
農
林
水
産
部
長
代
読
）
よ
り
祝
辞
が

あ
り
、
そ
の
後
、
佐
藤
博
小
泊
漁
協
組
合
長
を
議
長

に
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰

余
金
処
分
案
に
関
す
る
件
を
始
め
と
す
る
七
議
案
に
つ

い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
決

定
さ
れ
た
。

会員組合長

成田県水産部長祝辞 赤石会長挨拶

｛平成27年度事業計画｝
基　本　方　針
　内閣府が発表した平成２７年度の我が国経済の見通しは、実質労働者報酬の伸びと雇用・所得環境の改善により、好循環
から更に進展するとともに、交易条件も改善する中で、堅調な民需に支えられた景気回復が見込まれる、となっております。
　このような見通しでありますが、本県漁業を取り巻く環境が一気に好転する兆しは未だ見えず、漁獲・魚価・消費の低迷、
後継者不足、漁業用資材の高騰、重量３０キロ未満のクロマグロの漁獲規制など、厳しい経営環境が続くものと思われます。
　また、多くの漁協におきまして、依然として経営が極めて厳しい状況にあることから、経営の健全化と機能強化に重点を
おいた組織強化への取組みが極めて重要となっており、このため、ＪＦグループ新運動方針の３つの柱である「浜の活力再生」・

「組織・事業基盤の確立と人づくり」・「ＪＦの役割発揮」に重点的に取り組むことが急務となっております。
　また、沿岸・沖合漁業の共存共栄が可能な「水産資源管理体制の確立」、漁業者の所得安定のための「漁業金融の円滑化」・
「漁業共済の加入推進」の実践による循環型漁業構築を強力に推進するとともに、燃油や資材等の価格上昇が漁業経営を圧迫
していることから、省エネ対策等の推進、生産コストの削減、漁業経営安定対策事業の普及推進等に努めるほか、漁業経営
指導や漁政対策等にも積極的に取り組み、漁業者の経営安定、そして漁協経営基盤の強化に取り組んで参ります。
　そのほか、関係機関と連携し、本県産魚介類の消費拡大やブランド化を目指した取り組みを展開し、産地価格の向上を図っ
て参ります。
　以上を基本方針とし、本年は下記事項を重点的に推進して参ります。

記
＜重点推進事項＞
　１．水産資源の管理・確立を図るための諸対策
　２．漁協の経営基盤の強化並びに漁業金融の推進
　３．漁家・漁協経営の安定・向上と漁業共済加入促進
　４．水産物の価格向上及び付加価値向上
　５．漁業用石油類及び資材類の安定供給
　６．各種漁業の生産基盤強化及び増養殖事業の推進
　７．水産物及び水産製品の消費拡大
　８．水産物の衛生管理
　９．漁業環境保全
　10．その他漁業者及び漁協の経営に資する事項並びに漁業振興に資する事項



青
森
県
漁
連
役
員
新
体
制

県
漁
連
機
構
改
革

　

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
に
お
い
て
役
員
補
欠
選
任
が
承
認
さ
れ
、
役
員
の

新
体
制
が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
参
事
の
選
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
１
日
に
人
事
異
動
が
行
わ
れ
職
員
一
同
、
心
新
た
に
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
構
改
革
を
機

に
役
職
員
一
同
、
本
県
漁
業
・
水
産
業
の
安
定
と
発
展
の
た
め
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の

ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

役　

職　

名

氏　
　

名

所
属
漁
協

代
表
理
事
会
長

赤　

石　

憲　

二

泊

副
会
長
理
事

三
津
谷　

廣　

明

平
内
町

専
務
理
事

小　

出　

政　

明

員
外

理

事

木　

浪　
　
　

昭

外
ケ
浜

理

事

川　

村　

敏　

博

小
田
野
沢

理

事

二　

木　

春　

美

横
浜
町

理

事

山　

本　

幸　

宏

深
浦

（
新
任
）

理

事

田　

髙　

利　

美

大
畑
町

（
新
任
）

代
表
監
事

工　

藤　

伍　

郎

十
三

監

事

山　

口　

隆　

治

後
潟

監

事

岡　

沼　

明　

見

八
戸
み
な
と

青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
機
構
図

総

会

理

事

会

監

事

会

専
務
理
事

参

事

指 導 課指 導 部

経 営 改 善 室

総 務 課総 務 部

経理・債権管理課

購 買 課

販 売 課業 務 部

ほ た て 課

平 内 加 工 場

製氷冷凍加工場課事 業 部

流 通 課

副
会
長
理
事

代
表
理
事
会
長



平
成
二
十
七
年
度
　

共
販
推
進
会
議
　
開
催

県漁連並びに各組合職員（西北地区）

挨拶する赤石会長（下北地区）

買受業者（西北地区）

各組合職員並びに買受業者（下北地区）

　

五
月
十
六
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
に
て

「
西
北
地
区
共
販
推
進
会
議
」、
七
月
四
日
、
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
む
つ
に
て
「
下
北
地
区
共
販
推
進
会
議
」
が
開
催

さ
れ
た
。
昨
年
に
続
き
第
２
回
目
と
な
る
が
、
魚
価
の

低
迷
や
漁
獲
量
減
少
、
燃
油
・
漁
業
資
材
価
格
高
止
ま

り
や
消
費
税
増
税
な
ど
漁
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
、

物
価
の
上
昇
・
流
通
の
多
様
化
な
ど
買
受
業
者
を
取
り

巻
く
昨
今
の
環
境
等
に
係
る
情
報
を
共
有
し
、
互
い
の

経
営
安
定
に
向
け
少
し
で
も
良
い
方
向
性
を
見
出
す
た

め
、
県
漁
連
・
組
合
・
買
受
業
者
間
で
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

「
開
催
日
時
・
場
所
」

　

西
北
地
区　

平
成
二
十
七
年
五
月
十
六
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

「
ア
ク
ア
」
　

　

下
北
地
区　

平
成
二
十
七
年
七
月
四
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時

　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
「
フ
ロ
ー
ラ
」

　

む
つ
湾
地
区

平
成
二
十
七
年
九
月
開
催
予
定

西
北
地
区
共
販
推
進
会
議

案
件

　

１
）　

県
漁
連
共
販
取
扱
実
績
に
つ
い
て

（
日
本
海
・
海
峡
地
区
）

　

２
）　

西
北
地
区
鮮
魚
規
格
表
に
つ
い
て

　
３
）　

鮮
魚
介
類
の
流
通
及
び
販
売
に
係
る

　
　
　

協
議
に
つ
い
て

下
北
地
区
共
販
推
進
会
議

案
件

　

１
）　

県
漁
連
共
販
取
扱
実
績
に
つ
い
て

（
海
峡
・
太
平
洋
地
区
）

　

２
）　

下
北
地
区
鮮
魚
規
格
表
に
つ
い
て

　
３
）　

鮮
魚
介
類
の
流
通
及
び
販
売
に
係
る

　
　
　

協
議
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
未
成
魚
マ
グ
ロ

の
漁
獲
規
制
や
鮮
魚
規
格
改
善
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。



太平洋クロマグロ
資源管理について

　現在、わが国のマグロの消費量・漁獲量は世界でも中心的な位置にある。

　また、本県沿岸におけるクロマグロは、スルメイカと同様に重要な魚種であり、他県に比べ依

存度が高い状況にある。

　今年１月から、太平洋クロマグロの小型魚（３０㌔未満）の管理が全国一斉にスタートしたが、

その内容は本県漁業の操業実態に即した方法とは言いがたく、多くの不安要素を孕んでいること

から、漁期を迎える前に、県漁連では県と連携し、平成２７年４月２１日、浜の混乱抑制と漁業

経営維持を目的とした要請を、水産庁・全漁連に対し行った。

　しかし、マグロ漁が本格化した６月中旬、定置網にまとまった漁があり、日本海北部には７月

上旬に「県警報」、７月下旬には「特別警報」及び「県操業自粛要請」が発出された。

　又、太平洋定置については、６月下旬に「県警報」、７月中旬に「県操業自粛要請」が発出さ

れ、各浜へ不安が広がっている。

県、県漁連による合同説明会【太平洋地区】 県、県漁連による合同説明会【小泊】

　この状況に対し県漁連は、各浜の代表者を参集しての説明会開催の他、現地へ赴き、
浜の意見の集約に努めたが、一向に漁業者の不安は解消されず、混乱はいまだに収まる
気配がない状況となっている。

　漁獲半減は漁業所得の半減であり、借入金の返済や共済掛け金の支払いが出来なくな
る等の深刻な問題に発展する。



水産庁長官へ要請 全漁連会長へ要請

大島議員へ要請

クロマグロ資源管理の流れ

木村議員へ要請

　このような状況を踏まえ、青森県漁連、青森県漁業経営安定対策本部は、浜の混乱を
中央に伝える為、７月２８日に全漁連会長へ、２９日は本川一膳水産庁長官、本県選出
国会議員に対し『浜の混乱解消と管理の徹底を図るため、国が漁業所得の減収分につい
て直接補填を行い、必要な予算措置を講じる』よう強く要請をしております。

H26. 6.30　クロマグロ漁業の資源管理等に係る説明会（青森市）
8.26　太平洋クロマグロの資源

養殖管理に関する全国会議（東京都）
11.10　クロマグロ資源管理説明会【定置】（青森市）

H27. 2.12　クロマグロの資源管理に係る全体説明会（青森市）
3.30　クロマグロの資源管理説明会

【太平洋北部ブロック】（青森市）
　　   〃　　 クロマグロの資源管理説明会

【日本海北部ブロック】（青森市）
4. 7  マグロ資源管理計画及び

休漁補償共済関係組合会議 ( 青森市 )
4.21　県漁連、経対本部連名により全漁連会長へ要請（東京都）

　　　〃　　 県、県漁連、経対本部連名により水産庁へ要請（東京都）
5.11　日本海・海峡西部一本釣り

漁業の漁獲割り当てについて（青森市）
5.25　クロマグロの資源管理説明会

【各ブロックの管理細則】( 青森市 )

6.26　県が太平洋定置に対し「県警報」発出

7. 9　日本海ブロック組合長会議（青森市）

7.10　県が太平洋定置に対し「県操業自粛要請」発出

7.10　県が日本海全漁法に対し「県警報」発出

7.16　太平洋ブロック組合長会議

7.17　クロマグロの資源管理説明会地区別会議（小泊）

　〃　　 　　　　　　　〃                    （鯵ヶ沢）

　〃　　　　　　　　　 〃                    （三厩）

7.27　県が日本海全漁法に対し「県特別警報」発出

7.28　県漁連、経対本部連名により全漁連会長、

　県選出国会議員へ要請 ( 東京都 )

　〃　県漁連、経対本部連名により水産庁長官、

県選出国会議員へ要請（東京都）

7.29　県が日本海全漁法に対し「県操業自粛要請」発出



去
る
七
月
十
六
日
、

む
つ
湾
漁
業
振
興
会
主

催
に
よ
る
「
む
つ
湾
漁

業
振
興
会
設
立
四
十

周
年
記
念
式
典
」
が
青

森
市
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
四

階
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

に
お
い
て
、
関
係
者

一
〇
〇
名
が
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。

　

記
念
式
典
を
始
め
る
前
に
、
昨
年
十
二
月
二
十
三
日

に
ご
逝
去
さ
れ
た
、
当
振
興
会
顧
問　

植
村
正
治
殿
を

始
め
、
こ
れ
ま
で
当
振
興
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
物
故
者
に
対
し
、
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

　

式
典
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
三
津
谷
む
つ
湾
漁
業

振
興
会
会
長
が
「
当
振
興
会
は
、
ホ
タ
テ
貝
の
一
元
集

荷
に
よ
る
販
売
体
制
の
確
立
や
消
費
の
拡
大
、
密
漁
監

視
体
制
の
強
化
や
原
子
力
船
対
策
等
の
漁
政
対
策
強
化

の
た
め
、
昭
和
五
十
年
六
月
四
日
、「
青
森
県
ほ
た
て

貝
振
興
会
」
と
「
陸
奥
湾
地
区
漁
協
経
営
対
策
協
議

会
」
が
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
折
し
も
当

時
、
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
問
題
が
深
刻
化
し
、
昭
和

四
十
九
年
の
出
力
上
昇
試
験
に
対
す
る
、
漁
船
に
よ
る

出
港
阻
止
や
、
そ
の
後
の
放
射
能
漏
れ
事
故
に
よ
り
、

陸
奥
湾
が
揺
れ
動
い
た
時
期
で
あ
り
、
植
村
前
県
漁
連

会
長
を
先
頭
に
陸
奥
湾
の
漁
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
団

結
し
た
こ
と
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
設
立
と
同
時
に
発
生
し
た
、
ホ
タ
テ
貝
の
異

常
へ
い
死
は
、
被
害
額
が
七
〇
億
円
を
超
え
、
再
生
産

措
置
や
天
災
融
資
法
の
適
用
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
国
・

県
に
陳
情
し
た
ほ
か
、
原
因
究
明
を
進
め
た
と
こ
ろ
、

当
時
、
東
海
大
学
海
洋
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
た
、
山

本
護
太
郎
先
生
が
国
の
調
査
団
団
長
と
し
て
、
調
査
に

あ
た
り
、
へ
い
死
原
因
を
「
過
密
養
殖
と
不
適
切
な
養

殖
管
理
に
水
温
の
急
上
昇
が
引
き
金
に
な
っ
て
発
生
し

た
も
の
」
と
特
定
し
た
ほ
か
、
陸
奥
湾
に
お
け
る
ホ
タ

テ
貝
の
許
容
枚
数
の
算
定
に
よ
る
総
量
規
制
の
考
え
方

を
示
し
て
戴
き
、
ホ
タ
テ
養
殖
技
術
の
基
礎
研
究
に
ご

尽
力
戴
い
た
。
そ
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、「
ホ
タ

テ
養
殖
の
手
引
き
」「
ホ
タ
テ
養
殖
ご
よ
み
」
を
県
と

県
漁
連
と
の
連
名
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
正
養

殖
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

更
に
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
、
ホ
タ
テ
稚
貝
の
異
常

発
生
問
題
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
ホ
タ
テ
貝
毒
問
題
、

昭
和
五
十
四
年
に
は
、
ト
リ
貝
異
常
発
生
問
題
等
が

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
八
年
に
は
、
ホ
タ
テ

生
産
金
額
が
一
〇
〇
億

円
を
達
成
し
、
ホ
タ
テ

産
業
は
、
本
県
の
基
幹

産
業
に
ま
で
成
長
致
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
七
年
に
平
内
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ほ
た
て

広
場
」
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
億
円
達
成
記
念
で
建
立

し
た「
ほ
た
て
供
養
塔
」を
ほ
た
て
広
場
に
移
設
し
、「
ホ

タ
テ
の
日
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
等
「
青
森

ホ
タ
テ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
に
広
め
る
拠
点
と
し
て
、

そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
の
推
進
と
陸
奥
湾
ホ
タ
テ

産
業
振
興
に
繋
が
る
「
ホ
タ
テ
貝
毒
機
器
分
析
」
体
制

が
本
年
三
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
正
に
植
村
前

県
漁
連
会
長
の
指
導
力
・
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
来
賓
祝
辞
と
し
て
、
三
村
青
森
県
知
事
は
「
今

年
の
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
は
、
春
季
の
実
態
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
、
へ
い
死
率
も
低
く
、
成
育
状
況
も
直

近
の
五
ヶ
年
で
は
最
も
よ
い
状
況
で
あ
り
、
関
係
者

が
、
異
常
高
水
温
や
冬
の
時
化
に
よ
る
へ
い
死
対
策
を

行
っ
て
こ
ら
れ
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
は
漁
業
者
の
生
活

を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
加
工
業
者
や
流
通
産
業
な

ど
地
域
の
所
得
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
重
要
な
産
業

で
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
へ
い
死

率
を
低
く
抑
え
る
た
め
の
技
術
開
発
や
、
養
殖
管
理
に

不
可
欠
な
湾
内
海
水
温
等
を
観
測
・
発
信
す
る
「
ブ
イ

ロ
ボ
」
新
シ
ス
テ
ム
の
七
月
末
の
稼
働
に
向
け
た
整
備

「
む
つ
湾
漁
業
振
興
会

設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
」開
催

三津谷むつ振会長挨拶



に
加
え
、
今
年
か
ら
本
州
・
四
国
及
び
福
岡
県
へ
の

翌
日
配
達
を
可
能
と
す
る
「
Ａ
―
プ
レ
ミ
ア
ム
」
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
、
活
ホ
タ
テ
や
活
魚
の
流
通
拡

大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
品
質
の
確
保
と
安
定
生
産
、
消
費
拡
大
に
向
け
た
活

動
に
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
下
さ
い
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
述
べ
、
赤
石
県
漁
連
会
長

は
「
陸
奥
湾
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、
設

立
当
初
の
ホ
タ
テ
貝
大
量
へ
い
死
や
昭
和
五
十
三
年
の

貝
毒
問
題
、
平
成
二
年
の
対
フ
ラ
ン
ス
禁
輸
問
題
、
平

成
二
十
二
年
に
は
長
期
間
の
高
水
温
な
ど
に
よ
る
大
量

へ
い
死
の
発
生
な
ど
多
く
の
試
練
に
直
面
し
な
が
ら
も

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の

県
漁
連
の
鮮
魚
類
と
ホ

タ
テ
貝
の
共
販
実
績
は

二
五
九
億
円
、
う
ち
陸
奥

湾
の
取
扱
は
一
一
九
億

円
と
全
体
の
四
十
六
％

を
占
め
て
お
り
、
ホ
タ

テ
貝
漁
業
が
共
販
の
柱

と
し
て
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
紹

介
、
祝
電
紹
介
後
、
表

彰
式
に
移
っ
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
表
し
て
大
き
な
拍
手
を
も
っ
て
、
む
つ
湾
漁
業
振

興
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
終
え
た
。

　

表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り
。

三村県知事祝辞

（表彰風景）

赤石県漁連会長祝辞

青森県知事表彰
（むつ湾漁業振興会を創設し、あらゆる諸問題解決に尽力された）

（故人）植　村　正　治　様
青森県漁連会長表彰

（設立以来40年にわたり、組織として陸奥湾の様々な問題に対応しながら、会員漁協をまとめられた）
むつ湾漁業振興会

むつ湾漁業振興会会長表彰
（むつ湾漁業振興会の創設者であり、特別理事及び顧問として、更には様々な団体の長として本県の水産業を支えられた）

（故人）植　村　正　治　様
永年功労役員表彰

（むつ湾漁業振興会の役員として永年ご尽力された）
三津谷　廣　明　様　　　　立　石　政　男　様
須　藤　十一郎　様　　　　横　内　憲　悟　様

（故人）植　村　正　治　様　（故人）後　藤　賀　一　様
（故人）川　村　春　光　様　（故人）栁　谷　　　一　様

優良会員表彰
（過去10年間のほたて貝取扱金額50億円以上を達成された漁協及び支所）

平内町漁協　　青森市漁協　　外ヶ浜漁協　　横浜町漁協　　蓬田村漁協
平内町漁協小湊支所・浦田支所・清水川支所・茂浦支所・東田沢支所　　外ヶ浜漁協蟹田支所

優良加工業者表彰
（過去10年間ほたて貝販売金額40億円以上を達成された加工業者）

成邦商事㈱　　㈱マルイチ横浜　　㈱亀田商店　　青森県漁連平内加工場　　㈲北福海産　　㈱山神
感謝状

（むつ湾漁業振興会の事業に対し積極的に取り組み、ご協力された団体・個人）
青森県産業技術センター水産総合研究所

東青地域県民局地域農林水産部青森地方水産業改良普及所
下北地域県民局地域農林水産部むつ水産事務所

青森県ほたて流通振興協会　　ほたて広場　　県漁連指導部次長　松谷　誠　様



東
北
復
興

　
水
産
加
工
品
展
示
商
談
会

２
０
１
５

Ｊ
Ｆ
青
森
漁
連
、
Ｊ
Ｆ
岩
手
漁
連
、
Ｊ
Ｆ

み
や
ぎ
、
Ｊ
Ｆ
福
島
漁
連
、
Ｊ
Ｆ
茨
城
沿

海
地
区
漁
連
、
５
県
の
復
興
状
況
や
プ

ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
紹
介
！

　

六
月
十
七
日

(

水)

宮
城
県
仙
台

市
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
に
て
、
東

北
復
興
水
産
加
工

品
展
示
商
談
会

２
０
１
５　
「
被
災

地
復
興
プ
ラ
イ
ド

フ
ィ
ッ
シ
ュ
Ｐ
Ｒ

試
食
会
」
へ
参
加

し
「
陸
奥
湾
ホ
タ

テ
」「
深
浦
マ
グ
ロ
」

の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

各
漁
連
の
代
表
者
か
ら

　
地
元
が
誇
る
自
慢
の
魚
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
！

　

本
県
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、「
陸
奥
湾
ホ
タ
テ
」
に

つ
い
て
紹
介
。

　
『
陸
奥
湾
ホ
タ
テ
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

中
で
漁
業
者
が
１
枚
１
枚
大
切
に
育
て
て
い
る
。

そ
の
大
切
に
育
て
て
い
る
ホ
タ
テ
は
、
他
に
な
い

ま
ろ
や
か
な
甘
味
が
特
徴
で
、
剥
き
た
て
を
刺
身

で
食
べ
る
と
プ
リ
プ
リ
と
し
た
歯
ご
た
え
で
絶

品
。
ま
た
、
陸
奥
湾
で
獲
れ
る
ホ
タ
テ
は
、
高
タ

ン
パ
ク
・
低
脂
肪
で
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
等
の
栄
養
分

を
多
く
含
ん
で
い
る
。』
と
、
陸
奥
湾
ホ
タ
テ
の

魅
力
と
栄
養
面
や
養
殖
方
法
な
ど
、
美
味
し
さ
の

秘
密
を
丁
寧
に
じ
っ
く
り
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

試
食
会
レ
ポ
ー
ト

　
「
陸
奥
湾
ホ
タ
テ
」

陸
奥
湾
は
栄
養
豊
富
な
恵
ま
れ
た
海
。
湾
口
が

狭
く
な
っ
て
い
る
独
特
の
地
形
に
よ
っ
て
で
き
る

外
洋
と
の
塩
分
の
差
も

そ
の
味
わ
い
を
深
め
る

一
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
鮮
な
身
は
「
プ

リ
ッ
プ
リ
」
ト
ロ
リ
と

と
ろ
け
る
よ
う
な
甘
味

は
絶
品
。「
コ
リ
ッ
」

と
し
た
ヒ
モ
は
食
感
の

ア
ク
セ
ン
ト
に
も
な
っ

て
い
る
と
紹
介
。

料
理
：
陸
奥
湾
ホ
タ
テ
の
刺
身

深
浦
マ
グ
ロ
の
握
り

岩
手
わ
か
め
の
に
ぎ
り

エ
ゾ
イ
シ
カ
ゲ
貝
の
握
り

　「
深
浦
マ
グ
ロ
」

モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感

の
身
を
口
に
入
れ
る
と
広

が
る
の
は
赤
身
な
ら
で
は

の
濃
厚
な
旨
味
！
脂
は
あ

く
ま
で
し
つ
こ
く
な
く
上

品
で
さ
ら
り
と
喉
へ
抜
け

て
い
く
。
淡
麗
で
さ
っ
ぱ

り
し
た
味
わ
い
。
旬
の
本

番
に
向
け
て
、
味
が
グ
ッ

と
深
く
乗
っ
て
い
る
の
が
実
感
で
き
る
と
紹
介
。

平
成
二
十
七
年
度

《
青
森
県
の
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
》

春
夏
秋
冬
選
定
！

青
森
県
　
漁
師
自
慢
の
魚

《
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
》発
進
！

PRするむつ市漁協の木村参事

来場者の試食風景



　
春
「
津
軽
海
峡
メ
バ
ル
」･･･

メ
バ
ル
は
白
身

で
ク
セ
が
な
く
、
身
の
締
り
と
淡
白
で
上
品
な
味

わ
い
が
特
徴
！

　

津
軽
海
峡
の
メ
バ
ル

は
、
早
い
潮
の
流
れ

で
育
ち
、
適
度
な
運
動

量
と
豊
富
な
餌
を
食
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
肉
質

が
良
く
、
東
京
築
地
市

場
で
は
高
級
魚
と
し
て

扱
わ
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。

　

本
県
で
は
、
主
に
一
本
釣
り
や
刺
網
で
漁
獲
さ

れ
て
お
り
、
漁
獲
後
も
丁
寧
に
取
り
扱
う
こ
と
に

よ
り
、
抜
群
の
鮮
度
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
「
春
告
魚
」
の
一
つ
と
さ
れ
、
本
県

で
は
春
に
な
る
と
脂
が
乗
り
特
に
美
味
し
く
な
り

ま
す
。

　

そ
の
津
軽
海
峡
メ
バ
ル
を
広
く
知
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
中
泊
町
で
は
、
新
ご
当
地
グ
ル
メ

「
中
泊
メ
バ
ル
膳
」
を
開
発
し
、
更
な
る
ブ
ラ
ン

ド
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
「
モ
ズ
ク
」
…
本
県
の
モ
ズ
ク
は
養
殖
モ
ズ

ク
と
は
異
な
る
独
特
の
歯
触
り
と
喉
越
し
と
ネ
バ

リ
が
特
徴
！

　

青
森
で
モ
ズ
ク
と
言
え
ば
イ
シ
モ
ズ
ク
で
、
こ

だ
わ
り
の
絹
糸
の
よ
う
な
絹
モ
ズ
ク(

深
浦)

や

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
色
の
エ
メ
ラ
ル
ド
モ
ズ
ク

(

今
別
町)

、
つ
る
っ
と

し
た
食
感
の
ク
サ
モ
ズ

ク(

大
間
町)

等
が
あ
り

ま
す
。
一
般
に
色
が
黒

く
て
茎
が
太
く
ネ
バ
リ

の
強
い
も
の
が
良
質
と

さ
れ
、
７
月
頃
が
盛
漁

期
で
旬
で
す
が
、
塩
蔵

や
冷
凍
物
は
周
年
美
味
し
く
食
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

秋
「
青
森
県
産
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
」
…
シ
ジ
ミ
は

旨
味
成
分
と
栄
養
成
分
が
豊
富
で
体
に
染
み
入
る

独
特
の
美
味
さ
が
あ
る
の
が
特
徴
！

　

青
森
県
の
シ
ジ
ミ
は
、

　

十
三
湖
・
小
川
原
湖
と

と
も
に
、
味
と
品
質
の
良

さ
か
ら
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

シ
ジ
ミ
の
生
産
地
で
あ

る
十
三
湖
に
は
白
神
山
系
、

小
川
原
湖
に
は
八
甲
田
山
系
の
豊
か
な
森
か
ら
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
な
水
が
絶
え
間
な
く
注
が
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
水
が
濃
厚
な
味
わ
い
で

美
味
し
い
シ
ジ
ミ
を
育
て
て
い
ま
す
。

十
三
湖
漁
協
・
小
川
原
湖
漁
協
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
体
制
を
整
備

し
、
安
全
で
安
心
な
シ
ジ
ミ
の
生
産
、
出
荷
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　
冬
「
ホ
ッ
キ
」
…
北
国
青
森
の
冷
た
い
海
で

育
っ
た
ホ
ッ
キ
！
適
度
な
歯
ご
た
え
と
独
特
の
甘

み
が
特
徴
！

　

青
森
県
の
ホ
ッ
キ
は
、

八
戸
か
ら
三
沢
に
か
け

て
南
北
に
弓
な
り
に
の

び
る
北
浜
海
域
で
漁
獲

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
北
浜
海
域
の
四

漁
協
（
八
戸
み
な
と
、

市
川
、
百
石
町
、
三
沢

市
）
で
組
織
す
る
「
北
浜
ほ
っ
き
貝
資
源
対
策
協

議
会
」
は
漁
期
・
操
業
時
間
・
一
日
の
水
揚
量
・

稚
貝
放
流
な
ど
を
管
理
し
な
が
ら
資
源
保
護
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
品
質
や
美
味
し
さ
か
ら

首
都
圏
の
市
場
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ッ
キ
を
手
軽
に
も
っ
と
沢
山
の
方
々

へ
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
三
沢
市

で
は
地
域
を
挙

げ
特
産
の
ホ
ッ

キ
を
使
用
し
た
、

ご
当
地
丼
「
ほ
っ

き
丼
」
の
開
発

に
取
組
み
、
現

在
、
市
内
三
十

店
舗
以
上
の
飲

食
店
で
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。



水産に関する主な動き（１月～７月）
１月 事　　　　項 場　所
6日（火） 仕事始め 青　森　市
15日（木） 浜プラン策定推進にかかる常務者全国会議 東　京　都
26日（月） 全国漁連（県漁協）・信漁連会長・漁済組合長合同会議 東　京　都
28日（水） 青森県漁村青壮年女性団体活動実績発表大会 青　森　市

２月 事　　　　項 場　所
4日（水） 燃油高騰対策事業説明会 青　森　市
4日（水）～5日（木） 本会監事会、監査会 青　森　市
5日（木） 本会事業部担当理事会 青　森　市
5日（木） 本会理事会 青　森　市
12日（木） クロマグロ資源管理実施に係る説明会 青　森　市
24日（火） 青森県原子力施設環境放射線等監視評価委員会 青　森　市
25日（水） 青森県定置漁業協会　通常総会 青　森　市
26日（木） 全国青年・女性漁業者交流大会 東　京　都

３月 事　　　　項 場　所
4日（水） 全国漁連（県漁協）・信漁連専務参事会議 東　京　都
6日（金） 青森県漁協青年部連絡協議会　通常総会 青　森　市
11日（水） 全国漁連（県漁協）・信漁連会長会議 東　京　都
11日（水） 青森県漁業共済組合　臨時総会 青　森　市
13日（金） 漁業・養殖業漁場環境保全研修会 東　京　都
16日（月） ＪＦグループ購買全体会議 東　京　都
24日（火） 全国漁業協同組合連合会　臨時総会 東　京　都
30日（月） クロマグロの資源管理に係る説明会 青　森　市
31日（火） 本会理事会 青　森　市

４月 事　　　　項 場　所
7日（火） マグロ資源管理計画及び休漁補償共済関係組合会議 青　森　市
10日（金） 青森県漁協専務参事会　通常総会 青　森　市
24日（金） 青森海藻干魚会　通常総会 青　森　市
27日（月） 本会業務部担当理事会 青　森　市
27日（月） 本会理事会 青　森　市
30日（木）～1日（金） 本会監事会、監査会 青　森　市

５月 事　　　　項 場　所
11日（月） 青森県東部海域漁業協議会　通常総会 青　森　市
11日（月） 青森県小型いか釣漁業協議会　通常総会 青　森　市






